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市川市長室に設置されたシャワー室を撤去し、原状回復を求める決議 

 

 令和３年２月２６日の市川市議会２月定例会代表質問で、市川市の新第１庁

舎の市長室にシャワー室が設置されていることがわかった。このシャワー室は、

昨年８月の新第１庁舎一部供用開始の前に行われた新第１庁舎内覧会の際に設

置されていなかったものである。また、シャワー室の設置にかかる費用は、新

第１庁舎整備事業費の執行差金（剰余金）から出されたものである。この追加

工事については、事前、事後を通じ市議会にも市民にも、なんら説明もされて

いない。このような形でのシャワー室の設置は、到底受け入れることはできな

い。 

 加えて、市側が主張するシャワー室の設置目的である、危機管理での必要性

は、同第１庁舎５階に設置されている３基のシャワー室で十分に対応ができる

と判断ができる。 

 よって、追加工事で設置されたシャワー室を撤去して原状回復を求めるとと

もに、設置・撤去に関わる費用分を市長報酬から減額する条例を提出すること。

加えて、市長に猛省を求めるものである。 

以上、決議する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 市川市長室に設置されたシャワー室を撤去し、原状回復を求めるため本決議

を提案するものである。 


